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　1917年に自転車用チェーンの製造で創業した椿本チエイン。その

後、機械用チェーンへと事業転換し、「チェーン」「精機」「自動車部品」

「マテハン」の4つの分野で世界の「動く」を支え続けてきました。

今後どれだけ時代が移り変わろうと、社会の中ではさまざまなモノが

動き続けます。私たちは「動かす」ことに進化をもたらす企業を目指し、

技術を磨き、革新的なアイデアとソリューションでお客様の期待に応え

ていきたい。さらに、その期待を超えた一歩先の提案ができるアクティ

ブで社会から必要とされる企業であり続けたいと考えています。

　次の100年へ、TSUBAKIは創業来受け継いできたモノづくりのＤＮＡ、

フロンティアスピリットを発揮して、社会の期待を超えていきます。



〈チェーン事業〉

― さまざまな産業に最適なチェーンを提供 ―

●アンローダ（大形コンベヤチェーン）●ビール工場（プラトップチェーン）●医療用手袋工場（コンベヤチェーン）

●リンゴ選別ソートマシン（小形コンベヤチェーン）

「動かす」を支える原点



〈精機事業〉

●可動式ホーム柵（ブラシレスモータ）

●福祉車両（減速機、ドライブチェーン）

●ボーディングブリッジ（パワーシリンダ、ケーブルベヤ、ドライブチェーン）

●シンガポール・フライヤー（カップリング）

便利さと心地よさの追求
― 高精度な作動と円滑な制御を実現 ―



〈自動車部品事業〉

●パワードライブチェーン●タイミングチェーンドライブシステム部品●自動車エンジン用タイミングチェーンドライブシステム

●中国 上海シティハイウエイ

躍動する都市の原動力
― パワートレインの高性能化に貢献 ―
躍動する都市の原動力
― パワートレインの高性能化に貢献 ―



〈マテハン事業〉

●新聞製作工場（給紙AGV） ●自動車製造工場向けシステム（シムトラック）●最先端医療研究（ラボ・ストッカ）●バイオマス発電所（バケットエレベータ）

モノと情報の流れを　コントロール
― 最適な生産･物流システム　　 を提案 ―

●流通センター（リニソート）



〈新規ビジネス〉

― 積極果敢に新たな分野･技術を開拓 ―
未来へのあくなき挑戦

●研究開発拠点「開発・技術センター」●研究開発拠点「開発・技術センター」

●植物工場アグリビジネス●植物工場アグリビジネス

●IoT対応遠隔監視ソフト「MitaMon」

●EV電力システム「つばきeLINK®」

IoTプラットフォーム

農場や植物工場 各種工場 公共プラント 大型施設やビル

クラウドサーバ



｢動かす｣ことに進化をもたらし、
社会の期待を超えていきます。

モノづくりにこだわり、モノづくりの先を行く。

● リスクを恐れず一歩を踏み出し、変革とチャレンジを。

● 判断と行動、変化のすべてに、スピードを。

● 積極的に社内外の英知を結集し、共創を。

● 柔軟な発想で、独自の創意工夫を。

● 安全･品質を第一に、つばきブランドに誇りを。

創業の精神 和を以て貴しと為す

TSUBAKIの
社会的使命

TSUBAKIが
目指すべき姿

TSUBAKIの
行動原則

次の100年も社会から必要とされる、
つばきグループであり続けるために。

チェーンを積み上げて作った仮想都市のオブジェ
（ステンレス製のドライブチェーン約800ｍを使用）

つばきグループは、創業100周年を機に、
私たちの「社会的使命」「目指すべき姿」「行動原則」を明確に表現・体系化した
新企業理念「TSUBAKI SPIRIT」を制定しました。



　当社は2017年に創業100周年を迎えました。これはひとえに、顧客、株主、取引先の皆様のご支援

のおかげであると、厚く御礼申し上げます。

　このたび、創業100周年を記念して「椿本チエイン100年史」を発刊する運びとなりました。前回の

「70年史」以来、30年ぶりの社史発刊となります。

　振り返りますと、この30年はバブル経済の絶頂期を経て、「失われた20年」ともいわれる日本経済

の長期停滞時期と重なる、変化の激しい時代でもありました。当社でも、生き残りをかけて、創業以来初

めての大規模な事業再編実施という苦難を経験しました。その後グローバル化を加速し、世界26カ国

に75社を有する“つばきグループ”として、新たな100年に向けて持続的成長を目指しています。

　今回の「100年史」編纂に当り、当社が創業以来幾多の困難を乗り越えて現在に至った姿を改めて

眺めますと、「和を以て貴しと為す」「自らの道は自ら切り拓く」という創業者・椿本説三の精神が、あら

ゆる場面で生きていることを感じます。

　その精神を継承して2017年4月、新たに企業理念・行動指針である「TSUBAKI SPIRIT」を制定

しました。これに立脚し、次の100年もつばきグループが社会から必要とされる企業であるために、社

員一丸となって、「動かす」ことに進化をもたらすモノづくり企業として日々 の努力を積み重ねていきたい

と存じます。

　皆様には、引き続いてのご支援をよろしくお願い申し上げます。

発刊のごあいさつ

2018年4月

株式会社 椿本チエイン

代表取締役会長　長　　勇
代表取締役社長　大原　靖
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減速機

作動機

クラッチ

機器（軸継手・締結具・過負荷保護機器）



〈開発・技術センターの変遷〉

【基盤技術（材料、加工、評価）の強化】

〈技術のターニングポイント〉

タイミングチェーンドライブシステム

タイミングチェーンドライブシステムを支える生産技術
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創業100周年記念 TOP対談
これからも、より多くの人たちに便利さ、喜び、幸せを提供していきたい

ジャーナリスト 福島 敦子 椿本チエイン代表取締役社長兼COO 大原 靖
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